
令和６年度年次報告

課題番号：UTS_02

（1）実施機関名：

東京大学理学系研究科

（2）研究課題（または観測項目）名：

（和文）コミュニティ断層モデルの構築と公開
（英文）Development of open access community fault model

（3）関連の深い建議の項目：

1 地震・火山現象の解明のための研究
(5) 地震発生及び火山活動を支配する場の解明とモデル化

イ. 内陸地震

（4）その他関連する建議の項目：

1 地震・火山現象の解明のための研究
(3) 地震発生過程の解明とモデル化

2 地震・火山噴火の予測のための研究
(1) 地震発生の新たな長期予測（重点研究）

イ. 内陸地震の長期予測
5 分野横断で取り組む地震・火山噴火に関する総合的研究

(4) 内陸で発生する被害地震

（5）本課題の５か年の到達目標：

コミュニティ断層モデル（CFM）は，強震動計算などの地震災害研究や震源過程のシミュレーション
やデータ解析などの基礎研究において幅広く使用することを目的とした３次元非平面モデルであ
る．諸外国で構築が進んでおり，広く研究コミュニティ（米国SCECなど）による評価を受け，継続的
な更新がされていることが特徴である．本研究課題では，上流側の活断層地形・地質，地下構造から
下流側の地震動，震源物理，地殻変動までの，幅広い研究者が参加して，これら問題を乗り越える日
本版CFMを構築し公開することを目的とする．今後５年間で，地震本部で定めた主要活断層帯を目安
にして，３次元形状モデルを構築して使いやすい形で公開することを目標とする．さらに速度構造モ
デル構築の事業とも連携し，地震・津波研究の共通データ基盤を与えられるようにする．

（6）本課題の５か年計画の概要：

1～2年目では，既存データに基づくコミュニティ断層モデルVer. 1の構築と評価を経てオンライン上
で公開する．諸外国の例を参考にVer.1はすでに公開されているカタログ値を用いることとし，産総研
活断層データベースに収録された地表トレース位置と地震本部の長期評価およびJ-SHISモデルで定め
られた断層傾斜角を用いて3次元断層モデルを作成する．形状モデル作成のために，GISソフト
のArcGISとCADソフトのLeapFrogを使用する．
3～5年目では，個々の断層帯で異なるデータの量と質を考慮して，可能な断層帯についてはより詳細
なモデルへの更新（Ver. 2）を行う．また，地下構造について解釈の定まっていない断層については，
両論併記するため，オルタナティブモデルも併せて作成して公開する．計画終了時点で，災害誘因予
測や地震発生過程の研究での使用状況を踏まえ，モデル化方法や利活用における問題点とその改善を
検討し，その後のモデル更新における課題を整理する．



（7）令和６年度の成果の概要：

・今年度の成果の概要
本課題では、2025年度中の公開を目指して、地震本部の認定する約100の主要活断層帯についての3
次元断層形状モデルを作成している。昨年度は、平均滑り速度の大きな方から50断層を選び作業を行っ
たが、今年は残りの断層について作成作業を行った、ニュージーランドのコミュニティ断層モデルの
作成手法を参考にして、活断層の地表トレースを地下に延長する形で、3次元モデルを構築している、
今年度の成果と明らかになった課題は以下の通りである。
１）産総研活断層データベースに収録の活断層地表トレースを、できるだけ客観的な基準を用いて単
純化し、データの中から副次断層を取り除き主断層のみを抽出した。形状の編集作業は、ArcGISを用
いて行った。ここまでの、作業は全断層について完了した。昨年度は、比較的平均滑り速度の大きな
地表表現のはっきりした断層を扱ったのに対し、今年度は比較的小さな断層を扱った。そのため、断
層線の隔離距離など一定の数値基準を当てはめた単純化には限界がある場合もあり、作業者の判断に
よる単純化を行う必要がある断層もあった。この点については、作業ログとして記録し、後ほど行う
専門家による評価の資料とすることとした。
２）次に、J-SHISモデルで採用された各断層セグメントごとの傾斜角の値を用いて、地表トレースを
地下まで延長して3次元形状を構築した。この作業には、LeapfrogというCADソフトを用いて行った。
報告書執筆時点で、対象のうち約半数の断層について作業が完了した。

・「関連の深い建議の項目」の目的達成への貢献の状況と、「災害の軽減に貢献する」という目標に
対する当該研究成果の位置づけと今後の展望
　本研究で作成する3次元断層モデルは、広く一般に公開して、地震と活断層の関連研究に利用できる
ようにする。建議項目の、現象解明に留まらず、長期予測、災害誘因予測などの基本情報を提供する
ものであり、それら研究を通じて、広く社会還元することができる。

（8）令和６年度の成果に関連の深いもので、令和６年度に公表された主な成果物（論文・報告書等）：

・論文・報告書等

・学会・シンポジウム等での発表

安藤亮輔、吾妻崇、青山都和子、前原誠也、綿貫元起、Seebeck Hannu、Howell Andy、McLennan
Tim、CFM working group、日本におけるコミュニティ断層モデルの試作、日本地球惑星科学連合、
千葉、2024

（9）令和６年度に実施した調査・観測や開発したソフトウエア等のメタ情報：

（10）令和７年度実施計画の概要：

　主要活断層帯の3次元形状モデルの試作版の構築を完了する。7年度においては、ここで構築したモ
デルについて専門家による評価を行い、そこで提出された意見にもとづいて修正を行う。このように
して一定のコンセンサスを得る手続きを経て、数値データとしてモデルを公開する。また継続的なデー
タ公開のためのプラットフォームを構築する。

（11）実施機関の参加者氏名または部署等名：

安藤亮輔（東京大学，大学院理学系研究科）
他機関との共同研究の有無：有
吾妻崇（産業技術総合研究所，活断層・火山研究部門）

（12）公開時にホームページに掲載する問い合わせ先

部署名等：
電話：



e-mail：
URL：

（13）この研究課題（または観測項目）の連絡担当者

氏名：安藤亮輔
所属：東京大学，大学院理学系研究科


